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北九州市公告第６１２号 

 都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第３６条第３項の規定により、次 

の開発行為に関する工事が完了したことを公告する。 

  令和７年８月２６日 

北九州市長 武 内 和 久   

開発区域又は工区に含まれる地域の

名称 
開発行為者 

北九州市小倉南区朽網西一丁目８８

０番３、８８４番１及び８８４番４ 

北九州市小倉北区中井五丁目７番

２９号 

美里建設株式会社 

代表取締役 樽野建夫 
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北九州市公告第６１３号 

環境影響評価法（平成９年法律第８１号）第１５条の規定により送付された

（仮称）新小倉発電所６号機建設計画に係る環境影響評価準備書について、同

法第２０条第４項の規定に基づき、環境の保全の見地からの意見書を作成した

ので、北九州市環境影響評価条例（平成１０年北九州市条例第１１号）第３４

条第２項の規定により、次のとおり公告する。 

  令和７年８月２６日 

北九州市長 武 内 和 久   

１ 大気質について 

（１） 窒素酸化物 

   建設機械の稼働による窒素酸化物については、民家の存在し得る地域に 

おいて、二酸化窒素濃度が増加する予測結果となっている。基準等との整

合性を評価するだけでなく、建設機械の稼働の平準化等の実行可能な範囲

内での追加の措置を検討し、事業の実施による影響をできる限り低減する

ように努めること。 

 （２） 粉じん等 

   工事用資材等の搬出入による粉じん等について、夏季の気温上昇に伴う 

乾燥等により飛散量の増加が見込まれる場合には、残土へのシート被覆等 

の適切な措置を講じ、事業の実施による影響をできる限り低減するように 

努めること。   

２ 廃棄物等について 

工事に伴い発生する残土については、確実な適正処理を行う必要があるた 

め、処理業者の選定基準等について環境影響評価書に記載すること。 
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